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平成21年度　資源環境経済学講座　修士論文要旨
内モンゴルにおける持続的環境負荷低減型酪農経営の展開条件に関する研究
農業経営経済学分野　斯　欽　孟　和
A Study on Development Conditions of Realization
Sustainable Dairy Farming in the Inner Mongolia
【目的】
経済成長著しい中国の中でも､内モンゴル自治区の成長率は8年連続全国第一位を示している･
そのような高度経済成長により,内モンゴル自治区の一人当たり所得および生活水準は向上し､
牛乳乳製品､肉類等の消費が急増している.このような状況を背景に､近年内モンゴルでは酪農
経営が増大し､それは特に都市近郊における集約酪農として展開されている.しかし､しっかり
とした飼養管理技術や飼料作技術､経営管理技術などを伴わない都市近郊酪農の急速な拡大は.
経営発展を困難にするばかりでなく､家畜糞尿の適切な処理が行われないことによる環境問題を
も引き起こしていると言われている.
そこで本研究はフフホト市近郊の酪農家7戸-の調査結果を基に､ ｢公司+農家｣の持続的
環境負荷低減型酪農経営の展開条件を検討し､内モンゴルにおける今後の酪農経営発展の課題を
解明する.
【材料と方法】
本研究では､中国全体の食料消費構造の変化や内モンゴルの農業構造､農業政策､畜産経営､
草地退化の史的展開などについて､可能な限り広範囲に既存資料や文献等を収集し整理検討した.
また内モンゴルでは改革開放以降家族経営の効率性が高まってきたものの､ WTO加盟以降は加
工食品企業の発展に伴い企業集団-参加する家族経営も増加している.そこで､従前の家族経営
と企業集団に参加する家族経営の特徴を比較検討することも踏まえ, 2009年9月にフフホト市
近郊の′ト規模酪農家(5戸)と大規模酪農家(2戸)対象にインタビュー調査を行った.
【結果と考察】
各種統計資料や既往文献の整理および現地調査の分析結果から､以下の5点が明らかになった.
①経営形態からみると､現在の内モンゴルにおける酪農には､酪農専業村､牧場園区(拳殖小区)､
大規模酪農企業の3つのタイプがあり､そこには大きな経営規模格差が見られる. ②小規模酪農
は企業のミルクステーションを経由して生乳を出荷する. ′ト規模酪農の生乳は成分が低く､乳価
も相対的に低い水準にある.一方､大規模酪農の場合には､乳業会社のタンクローリーで生乳を
牧場から直接乳業会社の工場-搬送する. ③小規模酪農で乳牛飼養頭数が少ない理由は､飼料価
格の高騰､飼料畑の拡大困難､給与飼料の栄養成分が低い､乳牛の運動不足､衛生管理能力が低
い等々である.このため家畜の糞尿処理は野積みまたは素掘りであった.一方､大規模酪農が増
頭できる理由としては､政府や乳業メーカーからの資金的支援が多く､自己資本も少なくないこ
とから畜舎や機械施設､草地の拡大(投資)が比較的容易であること､また飼養管理技術や経営
管理技術が相対的に高く､品質の高い生乳を多く生産している点である. ④大規模酪農では家畜
糞尿を堆肥化し自らの飼料作に利用するほか周辺の畑作経営に無償で配布している.堆肥化技術
の習得は､飼養管理技術,経営管理技術等の習得と併せて､乳業会社の指導によるところが大き
い. ⑤内モンゴルにおいて今後環境負荷低減型酪農の普及･定着を拡大していくためには､酪農
家の飼養管理技術や堆肥化技術の習得を徹底する必要があること､それに伴う各種施設の投資能
力を高める必要があること､そのためには政府や乳業会社の支援が不可欠であること等が明らか
になった.
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